
取扱説明書
100V,200V→100V,115V

スズキッドポータブル昇圧・降圧変圧器

ＳＴＸ-３１２Ｐ
３ｋＶＡ 連続定格

Transtar PlusOne



重要安全情報

1．重要安全情報

2．警告用語の種類と意味　

本器を取り扱う際に安全上の基本的注意事項や危険予知を怠ると、本器の破損

・物損・人身事故が発生する可能性があります。危険が予想される状況を予知

することによって、事故を未然に防ぐことができます。したがってどこにどん

な危険があるかに注意する必要があります。

この取扱説明書では、危険度の高さ(または事故の大きさ)にしたがって、

次の４段階に分類しています。

以下の警告用語がもつ意味を理解し、本書の内容(指示)に従ってください。

切迫した危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、死亡もしく

は重傷を負う場合に使用されます。

潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、死亡もしく

は重傷を負うかもしれない場合に使用されます。

潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、中・軽傷を

負う場合、または機器・装置が損傷する場合に使用されます。

とくに注意をしたり、強調したい情報について使用されます。

警告用語 意　　　　味

 注　 記



まえがき

この取扱説明書にはトランスタープラスワン（型式：STX-312P）の操作方法が

説明してあります。

ご使用の前に、必ず本書をよく読んで理解してからトランスタープラスワンを使

用してください。使用時に、少しでも不確かな点があったらこの取扱説明書によ

り確かめて正しく運転操作をしてください

この取扱説明書は常に手もとにおいてよく読んで内容を理解してください。
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第１章　安全について

1.0 安全について

この章では本器の操作および保守・点検を行う場合に守るべき安全事項を説明

しています。

本器を取扱う場合は、必ずこの取扱説明書に従ってくだ

さい。もし疑問点または不明な箇所があれば弊社に問い

合わせてください。
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1.1 順守事項

安全のため以下の事項に従ってください。

従わなかった場合、感電・短絡事故、または本器の故障の原因となります。

・本器はオモチャではありません。

・分解しないでください。

・雨中、濡れた場所、湿った場所、本器内部に水や油、埃などの入りやすい

　場所では使用しないでください。

・出力コンセントの合計容量はトランスの容量(3kVA)以下で使用してくだ

　さい。

・1つのコンセントからは15Ａまでしかとれません。

・電源コードよりアースが接地できない場合は、本器サイドのアース端子

　より本体アースを接地してください。

・コンプレッサーやモータ等の始動電流が大きな電気機械を使用する場合、

容量に十分余裕をもって使用してください。

・保管場所には高温・多湿・ほこりの多い所・振動する所は避けてください。

・運搬および取扱の際は振動・衝撃を避けてください。

・運搬する際は取手を持ってください。

・スイッチ類・コード等はていねいに取扱ってください。

・長時間使用しない時は、元電源より取り外しておいてください。

・使用時に本器からうなり音がしますが、定格電圧及び定格容量内での使用で

　あれば異常ではありません。

・本器に接続する電気機械(特に赤外線ヒーター等)によっては、うなり音が

　大きくなることがあります。

・使用開始直後、溶剤臭を感じることがあります。これは内部トランスを含侵

　しているワニスによるものです。長くとも１ケ月以内には溶剤臭は感じなく

　なりますが、換気をして風通しをよくする等、注意してください。

・本器にシートやビニールなどのカバーをしたまま使用しないでください。

・ケースの表面が熱くなりますが、問題ありません。



第２章　用途・仕様

2.0 用途・仕様

この章では本器の用途・仕様について説明しています。

2.1 用途

2.2 仕様

 　　　　  定   格　  時   間     入  力　  定　格　  出  力

　　　     容   量　  定   格     電  圧　　周波数　  電  圧    
型　式

オートトランス約15kg

 寸　法　  質　量　    出力コンセント　       トランス分類

　160mmＷ　　　　　
×280mmＬ　　
×216mmＨ　　　　　

　　　                    　100V/200V     50Hz    100V    
                    　  STX-312P   3kVA    連　続　  兼用　　　　/ 60Hz   /115V  

                            選択切換             

 注　 記

3 相 200V からの使用は電力会社へのお届けが必要です。ご契約の電力

会社と相談ください。

２－１

トランスタープラスワン STX-312Pは以下の用途に使用できます。

・200V用電源しかない場所で100V用機器を使用する場合の200Vから100V/115V

　への降圧

・100V電源の115Vへの昇圧

例）・農林作業で回転が落ちて切れ味が悪い時

　　・コンプレッサの圧力が足りない時

　　・土木工事現場で穴あけ、ハツリ土堀作業等の切れ味、堀味が悪い時

　　・建設現場で回転が落ちて刃ズレがしたり、刃が折れたり、切り口が汚

　　　い時

相　数

単　相　

接地2Ｐ 100V用 15A×2ヶ 

接地2Ｐ 100/115V用 15A×2ヶ



本体アースはここより
接地してください。
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2.3 各部の名称と特徴

本体ケース

ブレーカ

電源ランプ

電源コード

アース端子

出力電圧計

100V/115V選択切換 出力コンセント

取　手

【背面】

入力電源切替

　　　　　　　使用する電源電圧に合わせ100Vまたは200Vで使用できます。

　　　　　　　入力電源の切換は、使用する電源電圧に合わせて本体裏面で

　　　　　　　電源切換を行ってください。

　　　　　　　電源切換はネジを使用する電源電圧側に最後までしっかりと

　　　　　　　ねじ込んでください。

1.電源切換は使用する電源電圧に合わせ、まちがえの

　ないように行ってください。

　出力電圧が異常になり本器故障の原因となります。

2.出力コンセントに電気機械を作動させている最中は

　電源切換をしないでください。

特徴(2) 入力電源100V/200V兼用

接地3P-250V-20A

電源プラグ

100V出力コンセント

3.5sq×3芯
約1.8ｍ

特徴(1) 出力電圧切換スイッチ付き

　　　　上側の2ケのコンセントからはスイッチを切り換えることにより、

　　　　100Vでも115Vでも出力します。

特徴(3) 出力コンセントが豊富

　　　　出力コンセントが100V出力コンセント(２ヶ)、100V/115V選択切換

　　　　出力コンセント(２ヶ)の２種類あり、合計で４ヶあります。

100V/115V出力
電圧切換ｽｲｯﾁ



単相 3線式 200V

第３章　使用方法

3.0 使用方法
この章では本器の使用について説明します。

3.1 使用前の準備

３－１

・ ご購入時、 電源プラグ ( 接地 3Ｐ-250Ｖ-20Ａ) には、 電源コード (3.5sq×3 芯 ) が下記のよう

　に接続されています。

電源コード

白色 ( 生き線へ接続）

黒色 （生き線へ接続）

丸型圧着端子( プラグを外した状態 )

接続されていません

黒芯、白芯を接続

＜電源プラグについて＞

＜ブレーカから使用する場合のブレーカ種類と結線例＞

　プラグの付け替えや電源コードを開閉器（ブレーカ）に接続する際は必ず

電源を遮断してから行ってください。アース線を接地接続してください。

 必ずプラグ、コンセント、ブレーカの定格内で使用してください。

単相 200V ３相 200V

単相 200V 出力

単相 100V

単相 100V 出力 1-2間、2-3間は共に100V出力、

3-1間は単相 200V 出力

1-2間、2-3 間、3-1間

は単相 200V 出力

黒芯、白芯が生き線の刃に
接続されています

＜プラグの付け替えについて＞

接地 2P-100V 用プラグの付け替え例
/黄色 ( アース線）緑色又は緑

         黄芯がアースの刃に
接地接続されています
緑又は緑/

                                                                  黄色芯はアー  
 スに接地接続してください。
・プラグを付け替える場合は、黒芯と白芯は生き線に接続し、緑色又は緑/

/         黄芯を
アースに接地接続
緑又は緑

/                       黄色線 )は、アースに接地接続してください。

・本器の定格容量以上のブレーカをご使用ください。

・ 三相 200Ｖからの使用は電力会社へのお届けが必要です。 最寄の電力会社とご相談ください。

・アース線 (緑色又は緑
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3.2 使用方法

(1)リアパネル右側の入力電源電圧切換部のネジを使用する電源電圧の方へ差

　 し込んでください。ネジは最後までしっかりとねじ込んでください。

   その後、本器に電源を接続してください。

(2)出力コンセントに使用する電気機械の電源プラグを接続してください。

電気機械のスイッチは必ず｢ＯＦＦ｣になっているのを

確認してください。

電源コードからアースが接地できない場合は、本器サ

イド　　　　　 のアース端子より本体アースを接地してください。

(3)出力スイッチを｢入｣にしてください。電源ランプが点灯し、出力電圧計が

   出力電圧を表示します。

   出力電圧切換スイッチによって上側2ケのコンセントの出力電圧を切り換え

　 てください。下へ倒した場合は出力コンセントには100V、上へ倒した場合

　 には115Vを出力します。下側２ケのコンセントは常に100Vを出力していま

　 す。

 注　 記

1.出力電圧計は上側２ケの出力コンセントの出力電圧

　を表示します。

2.出力コンセントに電気機械を作動させている最中は

　出力電圧を切り換えないでください。
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 注　 記

(4)電気機械のスイッチを入れて使用してください。

合計出力電流は出力電圧が　100Ｖのとき 30Ａ

　　　　　　　　　　　　　115Ｖのとき 26Ａ

　　　　　　　　　　　　　

以下の条件で使用してください｡また出力の合計は3kVA

以下で使用してください。1つのコンセントにつき15Ａ

までしかとれません。

1.入力電圧と出力電圧の関係

入力電圧　　出力電圧　　入力電圧　　出力電圧

(パワーアップの場合)　     (電圧不足の場合)

2.ブレーカは出力ブレーカですので｢切｣にしていても

　本体内部のトランスに励磁電流は流れます。

　(少々熱をもちますが、さしつかえありません。)

　しばらくの間、本器を使用しない場合は電源から切

　り離してください。

{

100Ｖ　　　　100Ｖ　　　　87Ｖ　　　　87Ｖ

200Ｖ　　　　115Ｖ　　　 174Ｖ　　　 100Ｖ
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